
「北海道SDGs未来都市計画（骨子）」について 
 

１．SDGs未来都市計画について  

・ 北海道は、平成30年（2018年）にSDGsの理念に沿った取組を推進する自治体として、国の

「SDGs未来都市」に選定 

・ 選定された自治体は、「SDGs未来都市計画」（３カ年）を策定することとされており、道で

はこれまで２期にわたり計画を策定 
 
[第１期] 平成30年度（2018年度）～令和２年度（2020年度） 

[第２期] 令和３年度（2021年度）～令和６年度（2024年度） 

    ※第２期の最終年度は令和５年度であったが、総合計画との連動を考慮し、国と調整の上、  

１年延長して対応 

 

２．次期計画の策定について  

  令和６年度（2024年度）をもって、現計画期間が終了することから、国から示された計画策

定の考え方やスケジュール等を踏まえ、次期計画の策定を進める。 

（１）策定する計画： [第３期] 北海道SDGs未来都市計画（2025～2027） 

（２）策定の考え方  

 次期計画は、2030年のあるべき姿などSDGs未来都市として認定された内容の下、社会情勢

の変化や直近の課題への対応、新たな取組などについて、本年７月に策定された道の総合計

画に基づいて現計画を更新し、策定する。 

（３）次期計画骨子案（詳細は資料４－２のとおり） 

   ※構成等は国の指定するフォーマットによる 
 
   ＜構成＞ 

   １ 将来ビジョン 

    （１）地域の実態 

    （２）成果と課題 

    （３）2030年のあるべき姿「世界の中で輝きつづける北海道」 

    （４）2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット 

    ２ 自治体SDGsの推進に資する取組 

    （１）自治体SDGsの推進に資する取組の概要 

    （２）情報発信 

    （３）普及展開性 

   ３ 推進体制 

    （１）各種計画への反映 

    （２）行政体内部の執行体制 

    （３）ステークホルダーとの連携 

    （４）自律的好循環の形成 

   ４ 地域創生・地域活性化への貢献 

 

（４）今後のスケジュール 
11月 道議会総合政策委員会に素案を報告 

          市町村・企業等への意見照会、パブリックコメントの実施 
12月 国に素案を提出・確認 

令和７年２月 道議会総合政策委員会に案を報告 
       ３月 次期計画の決定・公表 
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